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1. ‘My perspective’ 
欧米で会議に参加すると、なぜこんな状態で物事が進むのだろうという違和
感を覚えることがある。これを具体例で説明する。私が所属する国際生産工学
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なとき、奥行きの動線を与えるパースペクティブ的な思考が必要になる。結論
はありきたりであるが、なにかを構成するときパースペクティブとレイヤーの
両方が必要ということである。そして、その両方の思考法をもった人材こそが、
京都大学デザイン学が育成する十字型人材であると考える。すると、ここでま
た、新たな問いが生まれる。これをデザイン学への問いとして、本稿の結びとさ
せていただきます。 
 
 
 
 
 
 
「デザイン学」への問い 
+ 十字の縦軸と横軸、どちらがパースペクティブでどちらがレイヤーであろう
か？ 
+ 発展性・進化性とは何から生まれるのだろうか。 
